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主な活動と経歴
障害者支援　（電子情報支援技術（e-­‐AT）と、コミュニケーション支援技術（AAC） 

　　　京都市立　呉竹総合支援学校　特別非常勤講師 
　　　京都市立　東総合支援学校　　 特別非常勤講師 
      京都府　宇治支援学校SSC  特別支援教育京都府専門家チーム 	
  
　　　京都市　ＩＣＴ環境づくりパートナー　（総合支援学校ICTコーディネーター） 	
  
　　　京都市　総合育成支援員　（発達障害児支援） 	
  
　　　京都市　精神障害者授産施設　京都市朱雀工房　統括職業生活支援員 	
  
　　　京都市　地域若者ｻﾎﾟｰﾀｰ　（引きこもり支援） 	
  
　　　京都府　委託訓練　精神障害者対象パソコン訓練インストラクター 	
  
　　　ＮＰＯ　支援機器普及促進協会　理事長 	
  
      ＮＰＯ　障碍害芸術推進研究機構　メディアアドバイザー 	
  
!
教育支援 	
   	
   	
  (情報通信技術（ICT）の利活用支援） 

　　　京都府教育委員会　社会教育委員 	
  
　　　京都市　キャリア教育コーディネーター　（市立小中高キャリア教育提案） 	
  
　　　京都市　携帯電話市民インストラクター 	
  
　　　ＮＰＯ　キャリア教育プロジェクト　副理事長 
　　　 	
  
地域活性化支援　（ITを活用した経営改善・効率化） 

　　　京都府高等技術専門校　在職者訓練インストラクター 	
  
　　　中小企業基盤整備機構　経営改善ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 	
  
　　　京都府　京都「知恵の経営」ﾅﾋﾞｹﾞｰﾀｰ 	
  
　　　京都市　京都地域 ITｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 	
  



18テトラソミー	
  
140,000人に一人という非常に出生率の低い染色体異常	
  （18番染色体が4本ある病気です）の
我が子と同じ障害を持つ方々との情報交換の場になってほしいと思いつくりました

私も、京都府立向日ケ丘支援学校　小学部4年生の三男がおります

http://ameblo.jp/memis-18/


個別支援とは・・・



情報端末を利用するのは・・・
本人の力

支援や 
ツール

周囲の 
理解

健常児

障害児

自立訓練 
歩く、話す

訓練と支援のバランスが大切

ＩＣＩＤＨ：ＷＨＯ国際障害分類  
（１９８０）の障害構造モデル

ＩＣＦ：国際⽣生活機能分類  
（２００１）の⽣生活機能構造モデル



障害者差別解消法
障害の有無にかかわらない共生社会の実現を目指す
「障害者差別解消法」が7月１９日午前、参院本会
議で全会一致で可決、成立した。 

!

   施行は３年後の２０１６年４月。何が差別に当たる 
   か、政府は今後、基本方針を策定する。

http://mainichi.jp/search/index.html?q=%E9%9A%9C%E5%AE%B3%E8%80%85%E5%B7%AE%E5%88%A5%E8%A7%A3%E6%B6%88%E6%B3%95&r=reflink


条文では、

障害者や家族が意思表示したのに障害に応じた

合理的配慮をしないことを禁じ、障害者の性別

や年齢、障害の状態に応じて「社会生活上の障

壁」を除去するよう求めた。



合理的配慮とは
国連の障害者権利利条約では、障害者が他者と平等な⽣生活を

するために、必要かつ適切切な調整／変更更を⾏行行う「合理理的配

慮」を規定している。紙の教科書に対して読字困難がある

⽣生徒に電⼦子教科書の使⽤用を認めること、鉛筆での書字困難

がある学⽣生にPCでの筆記を認めることは合理理的配慮だ。

東京⼤大学  先端科学技術研究センター  近藤武夫准教授



学校では

鉛筆やペンでの書字が困難な学⽣生に対して、授業や

⼊入試へ参加するための代替⼿手段を認めないことは、

同法の差別禁⽌止および合理理的配慮の否定に抵触す

る。さらに、本⼈人が申請する代替⼿手段の利利⽤用につい

て、学校側は検討する義務が発⽣生する。

東京⼤大学  先端科学技術研究センター  近藤武夫准教授



障害者差別解消法
合理的配慮については、行政機関（国と自治体や公立

学校、福祉施設など）に対し法的に義務化。民間事業

者に対しては努力義務。 

報告しなかったり、虚偽報告をしたりした場合は、 

２０万円以下の過料が科される。



http://buriki.kokoro-rb.jp/

http://buriki.kokoro-rb.jp/












携帯情報端末（タブレット）
使用方法：これまでの 
　　　パソコン、ラジカセ、拡大提示装置、電子黒板、 
　　　デジタルカメラ、デジタルビデオ、ビデオデッキ、ラジカセ 
　　　などを一つに出来る 
使用者　：先生が使う、児童・生徒が使う 
使用単位：個別に使う、グループで使う、一斉授業で使う 
使用使途：教材として使う、AT(支援機器）として使う 
使用場所：教室で使う、家庭で使う、外で使う



携帯情報端末（タブレット）

カスタマイズ性（アプリの多様性） 
簡易な操作性（だれでも、直感的なインターフェース） 
携帯性（どこでも） 
即時性（いつでも） 
アクセシビリティー（可用性） 
価格優位性 
Camera,GPS,Musicplayer,Display,各センサー



発達障害とは



聞くことが困難
聞くべき音（声）に集中できない	


聞いた内容の理解が難しい	


聞いた内容を覚えていられない



作業手順書	


拡大提示	


カメラ	


メモ	



ボイスレコーダー	


補聴器	


拡声器	


…



体験①：画像＋メモ



話すことが困難
文や文章を構成する力が弱い	


記憶力が弱い	


性格や心理的な課題がある



マインドマップ	


手紙メモ	


メール	


発生練習	


言語練習	


…	


!

!

!



体験②：マインドマップ,	


プレゼンソフト



読む（音読）ことが困難
形を性格に捉えることが難しい	


文字から音への変換が難しい	


一度に多くのことを処理できない



ビジョントレーニング	


音声読み上げ	


文字の拡大	


コントラスト	



!

!
選択項目の読み上げ

VoiceOver

ズーム

大きな文字で表示

カラーを反転




体験③：電子書籍、	


音声読上げ



書くことが困難
形を正確に捉える事が難しい	


形を正確に記憶する事が難しい	


目と手を協応させることが難しい



!

カメラ	


キーボード入力	


音声入力	



ボイスレコーダー	


罫線、ワークシート	



…



体験④：ボイスレコーダー



体験④：画像保存



体験④：手書きパッド



計算することが困難
数の概念を理解していない	


記憶力が弱い	


視覚認知が弱い



!

電卓	


数の学習	


暗記の練習	



ビジョントレーニング	


カメラ	


…



体験⑤：電卓	


手書きパッド



不注意な間違いが多い
刺激に影響を受けやすい	


必要なものを選択することが難しい	


協応運動に問題がある



注意を集中し続けることが難しい

刺激に影響を受けやすい	


不必要な刺激（情報）をカットできない	


注意を持続できない、見通しがもてない



体験⑥：アプリ



指示に従えず、最後までできない

指示の具体的内容を理解していない	


やり方が分からない	


集中できる時間が短い



体験⑦：アプリ



日々の活動で忘れっぽい

注意の選択に偏りがある	


刺激の影響を受けやすい	


注意を持続する時間が短い



体験⑧：アプリ



集団の中に入れない
あいまいな状況だと何をすればよいか分からない	


一連の活動の見通しがもてない	


分からないときに聞けない、聞く方法がわからな

い



予定の変更に対応できない
決められたことへのこだわりがある	


予定が変更されると、見通しがもちにくい	


言葉による説明だけでは注意の集中が持続でき

ない



体験⑨：アプリ



DAISYという障害者向けに開発された国際規格の電子書籍を読

む事のできるソフトです。LD(学習障害)、ディスレクシア、視覚障

害の方が読書をするために利用できます。



AccessReading 
(ePub3,docx)

http://accessreading.org/index.html

ePub3,docxファイルで提供されています 
iBooks,Wordで閲覧できます。

http://accessreading.org/index.html


音声教材BEAM（mp3) 

http://www.npo-edge.jp/work/audio-materials/

http://www.npo-edge.jp/work/audio-materials/


参考書籍



特別支援教育とAT(アシスティブテクノロジー) 

国立特別支援教育総合研究所　金森　克浩



東京大学先端科学技術研究センター　　中邑 賢龍



魔法プロジェクト　研究成果

あきちゃんの魔法の 
ポケット

魔法のふでばこ 魔法のじゅうたん



香川大学教授　　坂井　聡



h&p://npo-­‐atds.org

http://npo-atds.org
http://npo-atds.org

